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宇
検
集
落
の
有
志
で
構
成
さ
れ
る
「
遊

ぐ
れ
会
」
の
メ
ン
バ
ー
が
ク
リ
ス
マ
ス

イ
ベ
ン
ト
を
宇
検
集
落
に
て
開
催
し
ま

し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

に
扮
し
た
メ
ン
バ
ー
が
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
彩
ら
れ
た
船
に
乗
っ
て
登
場

し
、
宇
検
集
落
の
子
ど
も
た
ち
に
お
菓

子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
は
、
今
年
で
４
回
目
に
な

り
、
他
に
も
集
落
の
護
岸
に
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
設
置
し
、
ク
リ
ス
マ
ス
ら
し

い
雰
囲
気
を
演
出
し
ま
し
た
。

海
か
ら
船
で

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
や
っ
て
き
た
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宇
検
薬
局
「
碇
元
佐
智
廣
」
氏
へ

村
か
ら
感
謝
状

　

宇
検
薬
局
で
25
年
間
と
長
き
に
わ
た

り
薬
剤
師
と
し
て
、
勤
務
し
て
お
り
ま

し
た
「
碇
元
佐
智
廣
」
氏
が
こ
の
た
び
、

退
職
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
地
域
の
皆
さ
ま
の
健
康
を

支
え
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
こ
と
に
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

在
職
中
の
多
大
な
る
ご
尽
力
に
対
し
、

村
よ
り
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
呈
い
た

し
ま
し
た
。
な
お
、
碇
元
氏
よ
り
温
か

い
ご
寄
付
を
賜
り
、
そ
の
ご
厚
意
に
よ

り
血
圧
計
を
購
入
さ
せ
て
い
た
だ
く
予

定
で
す
。

　

12
月
25
日
～
12
月
28
日
の
４
日
間
、

宇
検
村
・
七
ヶ
宿
町
生
徒
相
互
交
流
事

業
で
宇
検
村
の
中
学
生
9
名
が
宮
城
県

七
ヶ
宿
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
暖
冬
で
12
月
に
な
っ
て
も

暑
く
雪
が
少
な
い
状
況
で
し
た
が
、
雪

遊
び
・
ス
キ
ー
体
験
の
前
日
か
ら
雪
が

降
り
続
け
、
体
験
の
当
日
に
は
、
し
っ

か
り
雪
が
積
も
り
無
事
に
七
ヶ
宿
町
の

ス
キ
ー
場
で
ス
キ
ー
を
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
七
ヶ
宿
町
の
生
徒
た

ち
も
雪
が
少
な
く
心
配
し
て
い
た
よ
う

で
「
七
ヶ
宿
町
の
ス
キ
ー
場
で
ス
キ
ー

な
ど
を
体
験
し
て
も
ら
え
て
、
嬉
し
か
っ

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

２
０
２
５
．
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．
25

　
七
ヶ
宿
町
と
の
交
流
事
業

　

そ
の
他
、
東
日
本
大
震
災
の
震
災
遺

構
で
あ
る
中
浜
小
学
校
や
七
ヶ
宿
町
に

あ
る
七
ヶ
宿
ダ
ム
な
ど
を
見
学
し
、
防

災
意
識
の
向
上
や
備
え
の
重
要
性
、
水

の
大
切
さ
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
を
通
し

て
七
ヶ
宿
町
の
生
徒
と
の
交
流
を
行
い
、

貴
重
な
体
験
が
で
き
た
交
流
事
業
と
な

り
ま
し
た
。

▶
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
た
ち

▲▼雪を楽しむ生徒たち

▶
◀
震
災
遺
構
見
学

▲七ヶ宿ダム見学▲宿泊先での食事 ▲イルミネーションを
　背に記念写真
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村
民
の
安
心
を
支
え
る

消
防
出
初
式

　

宇
検
村
総
合
体
育
館
に
お
い
て
令
和

８
年
消
防
出
初
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
年
の
よ
う
に
式
典
前
に
は
、
役
場

前
か
ら
会
場
ま
で
田
検
小
学
校
の
鼓
笛

隊
を
先
導
に
団
員
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
が

行
わ
れ
、
沿
道
に
は
多
く
の
観
客
が
訪

れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
日
本
消
防
協
会
会
長
表

彰
30
年
勤
続
章
の
ほ
か
鹿
児
島
県
消
防

協
会
総
裁
表
彰
精
績
章
な
ど
、
延
べ
14

名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
出
初
式
の
締

め
く
く
り
に
は
、
恒
例
の
一
斉
放
水
が

行
わ
れ
、
観
客
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

【
日
本
消
防
協
会

　
　
　
　

会
長
表
彰　

30
年
勤
続
章
】

　

● 

宮
原　

泰
也

【
鹿
児
島
県
消
防
協
会

　
　
　
　

総
裁
表
彰　

精
績
章
】

　

● 

江
上　

正
吾　
　

● 

元
田　

祐
馬

　

● 

中
村　

圭
吾　
　

● 

宮
原　

新
次
郎

【
鹿
児
島
県
知
事
表
彰　

10
年
勤
続
章
】

　

● 

泰　
　

健
二　
　

● 

東　
　

昌
之

　

● 

植
田　

裕
大　
　

● 

脇
田　

大
作

【
鹿
児
島
県
消
防
協
会

　

大
島
支
部
長
表
彰　

15
年
勤
続
章
】

　

● 

保
池　

長
人　
　

● 

宮
原　

新
次
郎

　

● 

白
間　

武
則

【
鹿
児
島
県
消
防
協
会

　

大
島
支
部
長
表
彰　

功
績
章
】

　

● 

中
田　

翔
平

【
鹿
児
島
県
消
防
協
会

　

大
島
支
部
長
表
彰　

退
職
慰
労
感
謝
状
】

　

● 

泉　
　

俊
幸

◀
感
謝
状
を
受
け
取
る
碇
元
氏

▲消防団通常点検　　　▼一斉放水

▲式典の様子

▲パレードを先導する田検小の鼓笛隊

◀
碇
元
氏
（
中
央
）
と

　
記
念
写
真

　
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス

◀
海
か
ら
船
で
や
っ
て
く
る
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こ
の
た
び
、
宇
検
村
元
気
の
出
る
公

社
が
、
令
和
７
年
度
鹿
児
島
県
堆
肥
コ

ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
奨
励
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

担
当
者
は
「
こ
れ
ま
で
宇
検
村
堆
肥

セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
21
年
よ
り
堆
肥

製
造
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
鹿

児
島
県
の
堆
肥
コ
ン
ク
ー
ル
で
初
の
受

賞
と
な
り
、
今
後
も
更
な
る
良
質
な
堆

肥
製
造
を
行
い
、
宇
検
村
の
農
業
振
興

に
寄
与
し
て
行
き
た
い
」
と
意
欲
を
語

り
ま
し
た
。

元
気
の
出
る
公
社
が

奨
励
賞
を
受
賞

２
０
２
６
．
１
．
30

　

村
総
合
体
育
館
に
お
い
て
村
バ
レ
ー

協
会
主
催
の
第
20
回
宇
検
村
ケ
ン
ム
ン

杯
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が

開
催
さ
れ
、
大
島
本
島
内
か
ら
６
チ
ー

ム
が
出
場
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

宇
検
村
の
田
検
中
学
校
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
を
含
む
合
同
チ
ー
ム
が
体
調

不
良
者
が
続
出
し
、
棄
権
と
な
り
、
５

チ
ー
ム
の
参
加
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
決
勝
戦
は
、
１
セ
ッ
ト
先

行
さ
れ
る
も
、
そ
の
後
２
セ
ッ
ト
を
連

取
し
、
逆
転
し
た
古
仁
屋
中
学
校
が
見

事
に
２
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

第
20
回
宇
検
村
ケ
ン
ム
ン
杯

中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

２
０
２
６
．
２
．
７

大会結果大会結果
優勝　古仁屋中学校

２位　龍南中学校

３位　金久中学校、小宿中学校

　

宇
検
村
総
合
体
育
館
に
お
い
て
、「
つ

なGO

奄
美
大
島
事
業
」
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪

金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
高
橋
礼
華
さ
ん
を
迎

え
、
村
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
小
・
中
学

生
の
参
加
者
が
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

技
術
に
触
れ
ま
し
た
。

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
は
、
鬼
ご
っ
こ

形
式
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
か
ら
始

ま
り
、
経
験
者
・

未
経
験
者
の
複
数

グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
の
基
本
練
習

や
ダ
ブ
ル
ス
で
の

高
橋
さ
ん
と
の
試

合
を
体
験
し
ま
し

た
。

　

参
加
者
は
憧
れ

の
メ
ダ
リ
ス
ト
と

の
交
流
に
目
を
輝

か
せ
て
い
ま
し
た
。

「
つ
なG

O

奄
美
大
島
事
業
」

　
　
　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

２
０
２
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．
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２
月
７
日
と
８
日
の
２
日
間
、
村
の

野
球
場
に
お
い
て
、
第
８
回
ウ
ケ
ン
ム

ン
Ｃ
ｕ
ｐ
が
、
４
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

大
島
本
島
内
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
６
チ
ー
ム

ず
つ
が
参
加
し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
Ｕ
ー
11
の
部
（
小
学
５
年

生
以
下
）
と
Ｕ
ー
９
の
部
（
小
学
３
年

生
以
下
）
が
行
わ
れ
、
２
日
目
は
、
気

温
も
低
く
悪
天
候
の
中
で
し
た
が
、Ｕ
ー

12
の
部
（
小
学
６
年
生
以
下
）
と
Ｕ
ー

10
の
部
（
小
学
４
年
生
以
下
）
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

宇
検
村
の
子
供
た
ち
が
所
属
す
る
マ

テ
リ
ヤ
は
、
す
べ
て
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
、

決
勝
へ
進
む
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
ボ
ー
ル
を

追
い
か
け
精
一
杯
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。

第
８
回
ウ
ケ
ン
ム
ン
Ｃ
ｕ
ｐ

　
　
　
　
　
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

２
０
２
６
．
２
．
７

【 

Ｕ
ー
12
の
部 

】

　

● 

優　

勝　

：　

瀬
戸
内
Ｓ
Ｓ
Ｓ

　

● 

２　

位　

：　

Ｆ
Ｃ
龍
郷

【 

Ｕ
ー
11
の
部 

】

　

● 

優　

勝　

：　

Ｆ
Ｃ
龍
郷

　

● 

２　

位　

：　

朝
日
ア
ル
フ
ァ

【 

Ｕ
ー
10
の
部 

】

　

● 

優　

勝　

：　

Ｆ
Ｃ
龍
郷

　

● 

２　

位　

：　

Ｆ
Ｃ
朝
日

【 

Ｕ
ー
９
の
部 

】

　

● 

優　

勝　

：　

小
宿
Ｆ
Ｃ　
　
　

　

● 

２　

位　

：　

伊
津
部
Ｆ
Ｃ

大大  

会会  

結結  

果果  

　

イ
ベ
ン
ト
の
最
後
に
は
、
高
橋
さ
ん

と
の
質
疑
応
答
や
本
事
業
の
協
賛
企
業

で
あ
る
東
洋
紡
エ
ム
シ
ー
株
式
会
社
か

ら
提
供
さ
れ
た
高
級
マ
ッ
ト
レ
ス
が
当

た
る
、
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
も
行
わ
れ
、

賞
品
を
手
に
し
た
参
加
者
の
笑
顔
が
印

象
的
で
し
た
。

▲高橋さんと参加者で記念撮影

▲高橋さんへ質疑応答

　　高橋さんと試合▶
　　（右側の写真）

指導を受ける参加者▶
（左側の写真）

▲各カテゴリーで懸命に
プレーするマテリヤの選手たち

【各カテゴリーで懸命にプレーするマテリヤの選手たち】

▲タイムアウトで支持を受ける選手たち
◀
表
彰
式
の
様
子

◀
受
賞
者
の
皆
さ
ん
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令
和
８
年

令
和
８
年  

宇
検
村

宇
検
村
2 02 0
歳
の
成
人
式

歳
の
成
人
式

● 

伊
元　

 

優
姫 （
芦
検
）　

● 

小
林　

 

珠
希 （
湯
湾
）

● 

栄　
　

 

晃
輝 （
平
田
）　

● 

櫻
木　

 

香
月 （
名
柄
）

● 

福
山　

 

蘭　

 （
石
良
）　

● 

松
井　

 

美
優 （
芦
検
）

● 

松
山　

 

直
生 （
須
古
）　

● 

元
山　

 

輝 　
（
湯
湾
）

● 

安
原　

 

妃
那 （
須
古
）　

● 

柳
原　

 

綾 　
（
湯
湾
）

● 

木
佐
貫 

優
星 （
湯
湾
）

【
新
成
人
対
象
者
】

　

平
成
17
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
18
年
４
月
１
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
方

令
和
８
年
20
歳
の
成
人
式
対
象
者
（
敬
称
略
）

　

令
和
８
年
１
月
４
日
村
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
「
元
気
の
出
る
館
」
に
お

い
て
「
令
和
８
年
宇
検
村
20
歳
の
成

人
式
」
が
行
わ
れ
、
出
身
者
や
村
内

中
学
校
卒
業
生
の
ほ
か
、
村
に
ゆ
か

り
の
あ
る
新
成
人
11
名
の
う
ち
10
名

が
出
席
し
ま
し
た
。

　

新
成
人
は
、
全
員
が
現
在
、
島
を

離
れ
て
生
活
し
て
い
る
た
め
久
し
ぶ

り
に
再
開
す
る
同
級
生
や
家
族
、
恩

師
ら
と
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
、

地
域
住
民
ら
か
ら
は
祝
福
と
激
励
を

受
け
、
節
目
と
な
る
門
出
を
祝
い
ま

し
た
。
式
で
は
新
成
人
を
代
表
し
て
、

福
山
蘭
さ
ん
が
「
自
分
の
言
動
に
責

任
を
持
ち
、
周
り
へ
の
感
謝
を
忘
れ

ず
、
社
会
の
一
員
と
し
て
貢
献
出
来

る
よ
う
に
努
力
し
た
い
」
と
誓
い
を

述
べ
ま
し
た
。
式
に
続
い
て
の
祝
賀

会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
々
を
記
録

し
た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
上
映
や
新

成
人
ひ
と
り
一
人
が
ス
テ
ー
ジ
で
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。

  

  

  

  

▼公的年金制度は、日本在住の 20 歳以上 60 歳未満のすべての人が加入する「国民年金（基礎年金）※１」
と、会社などに勤務している人が加入する「厚生年金※２」の2階建てになっています。老後や障害を負ったとき
に、働いている世代みんなで支えようという考えで作られた仕組みです。 

※国民年金（基礎年金）の支給開始年齢は 65 歳で、納付した期間に応じて給付額が決定します。 

 

 

 

                        

 

 

 

 

国民年金の保険料 

 第 1 号被保険者の月額保険料（定額）は、17,９２0 円です（令和８年度）。 

  ※第２号被保険者と第３号被保険者は個人で保険料を納める必要はありません。 
 

付加保険料 

第１号被保険者の希望により、定額保険料に月額 400 円の付加保険料を上乗せしてして納めると、将来の

老齢基礎年金に加算されます。 
 

保険料の納付方法 （以下の４つの方法があります）  

１．現金納付 ・・・ 日本年金機構から「国民年金保険料納付案内書」が送付されてきますので、納付期限まで

に金融機関、郵便局、コンビニエンスストアで納めてください。 

２．口座振替 ・・・ 保険料は翌月引き落としされます。また、当月引き落としする方法「早割」があり、「早割」

を利用すると、保険料が 50 円割引になります。 

３．クレジット ・・・ 現金納付はわざわざ払いに行くのが面倒、口座振替は残高を毎月チェックするのが面倒、

といった方にクレジット払いをすることで未払いを防ぐことができます。 

４．電子（キャッシュレス）決済 ・・・ 納付書とスマートフォンがあれば、決済アプリを使用した電子決済でスム

ーズに納付できます。 

※口座振替やクレジット払いは事前の申請が必要で、手続きに 1 カ月程度かかります。 
 

国民年金の納付猶予と免除制度 

収入の減少や失業等で国民年金保険料の納付が難しい場合は、未納のままにせず、「国民年金保険料免除・

納付猶予」の手続きを行ってください。 

保険料を未納のままにしておくと、将来の年金（老齢年金）や、障害や死亡といった不測の事態が生じたとき

に「障害年金」や「遺族年金」を受け取ることができなくなる場合があります。 

【学生の方は、学生納付特例をご利用ください】 

 

    第第３３号号被被保保険険者者 

会社員・公務員などに扶養されて 

いる 20歳以上 60歳未満の配偶者 

（年収 130万円未満） 

 

 

第第１１号号被被保保険険者者 

20歳以上 60歳未満の 

学生・農林漁業者・自営業者 

無職の方など 

 

 

第第２２号号被被保保険険者者  

会社員・公務員など 

【お問合せ先】 

・宇検村役場 国民年金係 ☎67-2213 

・奄美大島年金事務所   ☎52-4341 

 国国  民民  年年  金金（（  基基  礎礎  年年  金金  ））※※１１ 

厚厚  生生  年年  金金※※２２ 

～～公公的的年年金金ににつついいてて～～
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活動報告
3

日々の活動やシマの様子などをinstagramやFMうけん「島おこしラジオ」(毎月第四金曜日)などで発信しています！

宇検村シマっちゅ見習い隊(地域おこし協力隊)

March
2026

春にむけて複数イベント計画中

田検小にペンキ画家のSHOGENさんをお招きして、

トークショー＆アートイベントを開催しました。

こどもたちも積極的に参加し、「学校に来る楽しみが増えた」と

言っていました。まだ見てない方は田検小の体育館を見に行って

みてください。

他にも島外から人を呼んだり宇検村を知ってもらえるようなイベ

ントを計画中

・人口対策チームメンバーと奄美、宇検村に興味がある人達の

　交流イベント

・東京の会社と連携して、島外のアウトドア好きが、奄美大島や

　宇検村の自然の遊びを体験するイベント

様々なきっかけで人に来てもらい、宇検村の魅力を知ってもらえ

たらと思っています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辻　泰知　　

修学旅行をお迎えしました

集落の方と六調を楽しむ高校生たち

　2月4日、名柄集落に、大阪府立鶴見商業高校のみなさん

が修学旅行でいらっしゃいました。

　当日は綺麗な青空が広がり、生徒たちは、タンカン狩りや

集落のおじい・おばあたちとの交流、シマ歩きを楽しみまし

た。特に集落の方との交流では、積極的に方言を聞いて習

い、一緒に島唄や六調を楽しんでいる姿が印象的でした！

　また今回は、県プロデューサー研修の実践の機会として、

私が案内人となるシマ歩きも行いました。まだまだ改善点が

多いと感じましたが、生徒の川遊びに夢中になっている姿を

見て、より参加者に合わせたプログラムが作れるよう頑張っ

ていきたいと考えています。

　引率を担当された先生の強い想いがあり実現した今回の修

学旅行。“三方良し”の理想形がシマに生まれたのではないか

なと思います。　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口　征悟

各種媒体でも情報発信中！

辻泰知のInstagram。

広報誌に載せていない

日常はストーリーで投

稿中

山口征悟のInstagram。

活動や風景などを投稿

しています！

尾崎えりかのInstagramと

note。地域おこし協力隊

の活動やシマの様子をア

ップしていきます。

田検小のアート風景

私が案内人となりシマ歩きをしました

島暮らしをいろいろ体験中

大島紬の全行程を体験。どれも細かくて大

変。考えた人も、携わってきた人もすごい！

　
年越しから1月は盛りだくさんでした。年越しや三献につ

いて教えていただいて、以前から聞いていた島の年越しを楽

しみました。聞いていることを体験すると、「なるほど、そ

ういうことだったのか」もあれば、楽しさやたいへんさを自

分の身体と頭で理解でき、体験の大切さを感じています。


5日間の大島紬担い手セミナーも大島紬の図案、締め、加

工、製織、染めの全行程を体験。機に糸を建てる大変さや図

案製作の細かさにため息の連続、貴重な体験でした。


他に黒糖づくり体験や、40年ほど前に宇検村のコーヒーが

徳之島に行った道を辿って伊仙町にも行ってきました。


こうした活動や体験等はペンネームの山川さらでインター

ネットに書いています。お時間あるときに読んでいただける

とうれしいです。https://note.com/humble_sloth2572

　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　


尾﨑　えりか

　

たんかん収穫を行いました

　1月末から2月中旬にかけて、たんかんの収穫・出荷のお

手伝いをしました。今年のたんかんはどこの園地でも豊作

で、高品質の美味しいものが多かったようです。農家さんた

ちが、300日以上をかけて樹上で大切に育てたたんかんが、

ふるさと納税の返礼品として出荷される様子を見ていると、

リピーターやファンが多い理由がとてもよく分かりました。

また今年は、複数の園地で収穫を体験させて頂きましたが、

どの農家さんもそれぞれの工夫やこだわりを持ってたんかん

を育てていて、とても勉強になりました。

　お手伝いを通じて印象的だったのは、農家の皆さんの「今

年の出来は最高だよ」という誇らしげな笑顔です。過酷なシ

マの自然環境と向き合いながら、最高の一粒を育てる情熱に

触れ、改めて地域の宝である「食」の大切さを再確認する貴

重な機会となりました。　　　　　　　　　　芝崎　瑞穂

Wa-san-chu (若い人)し、繋Go!プロジェクトの活動
　このプロジェクトは、外から宇検村への若者の流れと関わりを生み出

すことを目的とし、人口減少対策チーム(有志の村若手職員）がさまざま

な活動を行っています。

　令和7年12月13日(土)東京都で関東若者会を開催し、プロジェクトを開

始以降最多となる35名の若者にご参加いただきました！

　今後も、宇検村を「知る」宇検村に「来る」宇検村と「つながる」よ

うなプロジェクトをそれぞれ企画して、デジタル住民登録の拡大を目指

します。また、令和8年度は、今年度推進してきた宇検村を「知る」プロ

ジェクトからステップアップし、デジタル村民の方々との繋がりを深

め、宇検村に「来る」プロジェクトも進めていきます。

　日頃から私たちの活動にご理解・ご協力をいただき本当にありがとうございます。来年度以降も宇検村の未来の

ために精一杯尽力いたしますので引き続き応援のほどよろしくお願いいたします！

黄金色に輝くタンカンの様子
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広報誌合同企画[宇検村・瀬戸内町・龍郷町] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ジェンダー平等を核とした持続可能な地域づくり 

２０１５年に始まった『地方創生１．０』は、人口減少に歯止めをかけるとともに、東京圏への過度の人口集中を是正する

地域活性化の戦略でした。主に起業支援や雇用の創出による人口流出対策が進められましたが、必ずしも女性が求める働

き方や生活環境が提供されたとはいえず、流出を食い止めることはできませんでした。課題の本質は、「雇用の有無」より

「環境の質」にありました。 

昨年６月に基本構想が閣議決定された『地方創生 2.0』では、この反省を踏まえ、ジェンダー平等の実現が重要な要素と

して位置付けられました。雇用創出と男女の賃金格差の是正、柔軟な働き方の導入のほか、意思決定過程への女性の参画

を推進し、固定的役割分担意識やアンコンシャスバイアス（無意識の偏見）を解消することで、女性に選ばれる地域社会を

実現することが、人口減少対策の最重要テーマとなっています。 

 

■地域に残る「３つの壁」 

 

 

 
 

 

 

【若い世代が出身地域を離れた理由】（対象：自己都合で東京圏以外から東京圏に転居した 20 代と３０代の男女） 

  男女とも「希望する進学先」や「やりたい仕事」が少なかったからが多く、女性は「地元から離れたかった」も多い。 

 

―女性に選ばれる地域へ― 

 宇検村男女共同参画推進総合計画 （特に「地方創生」に関連する重点目標と主な施策を抜粋）  
Ⅰ ジェンダー平等意識の浸透 

Ⅱ 様々な分野における男女共同参画の促進と方針等決定過程への女性の参画拡大 

 政治・行政や職場、地域活動における女性の参画拡大と女性同士のネットワーク形成 など 
Ⅲ 働きやすく、働きがいがある働きたい職場づくり 

 ジェンダー平等の意識改革と一人ひとりが個性と能力を発揮できる職場づくり、就労支援など 

Ⅶ 協働・協創による持続可能な地域経営の推進 

 地域活動におけるジェンダーバイアスの解消と意思決定過程への女性参画の拡大 

１．女性が働く環境の不足 

賃金や育成、登用に男女格差
があり、女性にとって「働きや
すく」「働きがい」があり、「キャ
リア」が描ける職場が少ない。 

３．意思決定に女性が少ない 

政治・産業分野や地域コミュニテ
ィで施策や方針を決定する場は依
然として男性中心。女性の声が届
きにくく、反映されにくい構造。 

２．固定的性別役割分担意識 

「男は仕事・女は家庭」という意識
が根強く、若い世代の「共働き・
共育て」価値観とズレが生じてい
る。 

【出典】内閣府「令和 6 年度地域における女性活躍・男女共同参画に関する調査」 

 

 

■データで見る本村の現状 

本村では、進学や就職時期に当たる１０代後半に転出者が多い一方、男性は２０代後半から３０代後半と６０代前半から

７０代前半に転入が超過します。女性は、男性より若い世代の転出者が多く、その後、男性に比べて地元に戻ってこない傾

向が見られます。 

また、経済活動への参加指標となる労働力率で、本村の女性は２０代と４０代前半で低下しますが、３０代前半と４０代後

半は県全体の労働力率より高くなります。非正規雇用率は、男性の４分の１に対して女性は２分の１を超えています。 

 

 

 

■女性たちの本音  ※「２０２２年度宇検村男女共同参画に関する住民意識調査」の自由記述から 

豊かな伝統文化や温かな人間関係は地域コミュニティの魅力です。一方、地域コミュニティには固定的な性別役割分担

を背景とした慣習や行事、活動が根強く残っていることから、「女性だから」「男性だから」と役割が割り当てられ、男女双

方にとって負担感や不平等感につながっています。この「性別役割の固定化」が、女性が地域から流出する要因の一つにな

っています。 

地域コミュニティにおいて性別役割の固定化やアンコンシャス・バイアス（無意識の偏見・思い込み）を解消することは、

地方創生の基盤として必要不可欠な取組です。 

 
 

 

 

 

 

■ジェンダー平等推進により変わる地域、３つのメリット 

 

 

 

 

 

 

-40

-30

-20

-10

0

10

20

男性 女性

※純移動数とは、転入者から転出者を差し引いた数。例えば、15 歳～19 歳→20 歳～24 歳の項目では、2020 年に 20～24 歳である者
の人口が 2015 年に 15 歳～19 歳であったときに比べてどう変化しているかを示している。 【出典】地域経済分析システム（ RESAS） 

３月８日は『国際女性デー』 
国連がジェンダー平等社会の実現に向けて制定。この日にちなみ国内外で様々な啓発活動が展開されます。 

ジェンダー平等について、身近なところから考えてみませんか？ 

１．女性流出の歯止め 

魅力的な地域になるこ
とで定着率が向上。働く
場や将来の結婚や子育
ての場として選ばれ、人
口減少が緩和されます。 
 

２．人材の確保 

少子高齢化に伴い地域社会を
担う人材が不足する中、これま
で参加が低調だった３０代女性
等が能力を発揮することで、地
域の新たな担い手となります。 

 

３．多様性による地域活性化 

地域社会の意思決定の場に女性
が参画し、多様な個性や能力、視
点やアイディアを活かされること
で、経済やコミュニティに革新を
もたらします。 

 

女性の年齢階級別労働力率 

10～15 歳→15～19 歳で女性の大幅な転出超過 

  

転入者は男性と比べて女性が少ない 

子ども達は男女
平等の価値観で
育っている 

家事・育児・介護は女性がし
て当然と思われ、負担が重い 

集落の会合で、
男性は飲酒、女
性は炊事 
 

男性の方が
出世が早い 

男性は集落
活動、女性
は子守り 
 

同じ仕事で
も男女で給
与に差 
 

何かにつけて男
性優位で、性別
で役割が決定 

地域で女性が発言すると「女のくせ
に」と言われ、意見は軽んじられる 

【出典】「国勢調査」 

年齢階級別純移動数（2015 年→2020 年）  
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((((((((　　LivingLiving information  information ))))))))

３
．
支
給
月
額（
令
８
年
度
）

＊
特
別
障
害
者
手
当

　
　
　

３
０
，
４
５
０
円

＊
障
害
児
福
祉
手
当

　
　
　

１
６
，
５
６
０
円

４
．
支
払
時
期

　

原
則
と
し
て
、毎
年
２
月
、

５
月
、
８
月
、
11
月
に
そ
れ

ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

５
．
所
得
制
限

　

受
給
者
若
し
く
は
そ
の
配

偶
者
又
は
扶
養
義
務
者
の
前

年
の
所
得
が
一
定
の
額
以
上

で
あ
る
時
は
、
手
当
は
支
給

さ
れ
ま
せ
ん
。

【
お
問
合
わ
せ
】

宇
検
村
役
場
保
健
福
祉
課

☎
０
９
９
７
‐
６
７
‐
２
２
１
２

県
大
島
支
庁
瀬
戸
内
事
務
所
福
祉
課

☎
０
９
９
７
‐
７
２
‐
０
１
８
６

１
．
目
的

　

重
度
の
障
害
者
又
は
障
害

児
に
対
し
て
、
そ
の
障
害
に

よ
り
必
要
と
な
る
特
別
の
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

２
．
支
給
条
件

　

精
神
又
は
身
体
に
重
度
の

障
害
を
有
す
る
た
め
、
日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
の
介
護

を
必
要
と
す
る
状
態
に
あ
る

在
宅
の
20
歳
以
上
（
障
害
児

福
祉
手
当
は
20
歳
未
満
）
の

者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当
に
つ
い
て

歓送迎会の季節が来ました

肝機能注意報

 過剰な飲酒は、肝機能障害や脂肪肝を引き起こす要因なるだけでなく、⾼⾎
圧などの循環器疾患、脂質異常症や糖尿病のリスクを上昇させる要因となりま
す。適性飲酒量を守り、休肝⽇を設けましょう。
 ⾃⾝や周りの⼈で、「お酒がやめられない」「朝から飲んでしまう」など
飲酒に関する悩みを抱えている⽅は、気軽に保健福祉課までご相談ください。

保健福祉課　｀0997-67-2212

1日あたりの適性飲酒量は、、、2 0 g以下

飲んだお酒の種類と量を⼊⼒することで、
純アルコール量と分解時間を把握できるサイトです。
（厚⽣労働省）

アルコール20gの目安

ビール
（ロング⽸1本）

500ml

酎ハイ（7％）
350ml

ワイン（12度）
200ml

焼酎(25度）
ロック1杯
100ml

⽇本酒
（1合）
180ml

これ以上は飲み過ぎです！

アルコールウォッチ

奄美群島は国や県と⽐べても健康に害を与えかねない飲酒をしている⼈
が多いというデータが出ています！

ご
⾃
宅
で
も

ア
ル
コ
ー
ル
量
を

⾒
て
み
ま
し
ょ
う

国国立立公公園園内内ででのの行行為為ににつついいてて  
～～国国立立公公園園内内ででのの開開発発行行為為等等ににつついいててはは，，手手続続ききがが必必要要でですす～～  

 

 国立公園は自然の風景地を保護し、その利用促進を図り、国民・県民の保健・教養・教化

に資するとともに、生物の多様性を確保することを目的として国（環境省）の指定を受け管

理されているもので、奄美群島の一部地域は、奄美群島国立公園に指定されています。 
 ○○  手手続続ききのの必必要要なな行行為為（（一一例例））  

第１種 
特別地域 

①工作物（建築物を含む）の新改増築 
②木竹の伐採 
③鉱物や土石の採取  
④広告物の掲出 
⑤野外での物の集積・貯蔵（土石・廃棄物等） 
⑥開墾・土地の形状変更 ⑦屋根・壁面の色彩

の変更 
          など 

  

特別 
保護 
地区 

特別地域の規制に加えて 
①木竹の損傷 ②木竹の植栽  
③家畜放牧 
④野外での物の集積・貯蔵  
⑤火入れ・たき火 
⑥動植物の捕獲殺傷等  
⑦落葉・落枝の採取 
                   

など 

第２種 
特別地域 

  

第３種 
特別地域 

  

          

普通 
地域 

①一定規模以上の工作物の新改増築 
（建築物高さ 13m又は延面積1000㎡，鉄塔高
さ 30m，送水管長さ 70mなど） 
②鉱物や土石の採取  
③広告物の掲出④土地の形状変更 
                  など 

  

海域 
公園 
地区 

①工作物の新改増築  
②鉱物や土石の採取 
③広告物の掲出 ④海底の形状変更 
⑤物の係留（以上漁業に必要なもの除く） 
⑥海面の埋立・干拓           

など 
 ○○  違違反反行行為為ににつついいてて  

自然公園法の規定に違反しての行為や、無許可での行為等については、罰則
が設けられています（１年以下の懲役又は 100万円以下の罰金等）。 
※ 自然公園法の改正に伴い、従前より罰則が厳重になっています。 

 

 ☆☆国国立立公公園園のの範範囲囲やや区区域域内内ででのの許許可可申申請請・・届届出出ににつついいてて，，不不明明なな点点ががあありりままししたたらら，，下下記記ににおお問問いい合合わわせせくくだだささいい。。  
○ お問い合わせ先 

  環境省奄美群島国立公園管理事務所（奄美大島）   電話 ０９９７－６９－２２８０ 

大島支庁総務企画課 商工観光係         電話 ０９９７－５７－７２１５ 

宇検村役場 企画観光課             電話 ０９９７－６７－２２１８ 
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（令和８年１月末現在）

　　　 男　　788　人

　　　 女　　790　人

　　　 計　 1,578　人

　 　  世帯       962　世帯

村民のうごき

  

社
協
ご
寄
付

社
協
ご
寄
付

香
典
返
し

香
典
返
し

川
内　

エ
イ
子　
　

生
勝

飯
田　

ゆ
り
子　
　

埼
玉
県

村
田　

豊
彦　
　
　

東
京
都

  

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税

猪
野　

正
明　
　
　

東
京
都

中
田　

孝
憲　
　
　

茨
城
県

関　
　

勉　
　
　
　

茨
城
県

宮
原　

浩
久　
　
　

大
阪
府

山
下　

哲
弘　
　
　

鹿
児
島
県

田
井　

裕　
　
　
　

東
京
都

前
田　

勝
也　
　
　

沖
縄
県

吉
田　

千
春　
　
　

埼
玉
県

勝
原　

智
弘　
　
　

福
岡
県

　

今
月
の
表
紙
は
、
田
検
集
落
の
山
に

咲
く
、「
通
称
：
梅
次
郎
ザ
ク
ラ
」
で
す
。

例
年
、
３
月
上
旬
に
咲
く
山
の
桜
を
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

撮
影
：
里
村
強
志　【今月号の表紙】

※
掲
載
の
承
諾
を
頂
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
７
年
12
月
～

令
和
８
年
１
月
分
で
届
出
順
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。（
敬
称
略
）

  

お
く
や
み

お
く
や
み

川
内　

正
三　
　

60
歳　

生
勝

植
田　

英
吉　
　

71
歳　

宇
検

  

ふ
る
さ
と
納
税

ふ
る
さ
と
納
税
（
つ
づ
き
）

（
つ
づ
き
）

武
藤　

辰
弥　
　
　

大
阪
府

斎
藤　

憲　
　
　
　

北
海
道

西
山　

弘
泰　
　
　

栃
木
県

久
礼　

克
季　
　
　

千
葉
県

中
間　

都
海　
　
　

大
阪
府

鈴
木　

克
典　
　
　

愛
知
県

工
藤　

勝
章　
　
　

京
都
府

肥
後　

忍　
　
　
　

鹿
児
島
県

吉
永　

尚
和　
　
　

鹿
児
島
県

水
元　

ま
ゆ
み　
　

宮
崎
県

幸　
　

れ
い
子　
　

鹿
児
島
県

富
高　

美
由
紀　
　

宮
崎
県

寺
西　

哲
志　
　
　

東
京
都

【空き家バンクとは・・・】

宇検村では、定住対策の一環として、田舎暮らし（離島暮らし）を希望される方か
ら問い合わせの多い「空き家」の情報提供を受け付けています。将来的にも使わな
い「空き家」を貸したり、売ったりしたいと思っておられましたら、まずはお気軽にご
相談ください。空き家バンクに登録されますと、ホームページなどで利用希望者に情
報を提供していきます。こんな人に使ってほしい、こんな使い方をしてほしいなど、
意向をしっかり聞いて、おつなぎさせていただきます。

【空き家バンクご利用上の注意】

宇検村は空き家等の情報を紹介しておりますが、物件の交渉・契約に関して仲介
行為は行いません。また、契約後のトラブル等も当事者間で解決してください。
掲載されている情報につきましては、村独自の調査および所有者の申請に基づい
て作成しております。詳細かつ正確な内容につきましては利用者ご自身で調査・確
認してください。
掲載されている情報につきましては、必要に応じて更新いたしますが、必ずしも現
況を反映していない場合もあることをご了承ください。
希望物件が、契約済み、または交渉中の場合は、紹介できません。あらかじめご
了承ください。
利用にあたりましては必要書類の提出と審査がありますので、まずは企画観光課
空き家バンク担当までご連絡ください。

空空きき家家ををおお持持ちちのの方方へへ

空き家バンクへご登録を考えてみませんか？

ごご相相談談・・登登録録
無無 料料

宇検村役場企画観光課
空き家バンク 担当

0997-67-2218

【空き家所有者】 【空き家を探している人】

【宇検村空き家バンクHP】

う
ぶ
ご
え

う
ぶ
ご
え

平た
い
ら　　

愛み
と音 

ち
ゃ
ん
（
康
樹
さ
ん
）
湯
湾

出
生
児　
　
　

             （
保
護
者
）   

住
所　

 

保や
す
い
け池　

美み
そ
ら昊  

く
ん   （
泰
成
さ
ん
）
久
志

  

広
報
お
礼

広
報
お
礼

宮
田　

昌
三　
　
　

大
阪
府

飯
田　

ゆ
り
子　
　

埼
玉
県
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0997-67-2218

どんと券
4月1日より販売開始

宇検村物価高騰対策商品券

宇検商店　芦検商店　武田商店　名柄商店

とぅーみマート　ケンムンの館　役場会計課

　　　　　　　　　　　　　　　　

ご利用について

◇1冊7,500円分を5,000円で販売（プレミアム率50％）

◇4月から9月まで月に2冊、年間で最大12冊までご購入いただけます

◇購入引換券は紙の色ごとに購入できる期間が決まっています。ご確認ください

◇購入期間を過ぎた引換券を使用し、さかのぼっての購入はできません

◇6,500冊販売し、売り切れ次第終了とさせていただきます

◇どんと券は村内の加盟店でご利用いただけます

◇公共料金等のお支払にはご利用いただけません

◇たばこ・切手・ハガキ・印紙等の購入にはご利用できません

◇使用に際して釣銭はでません

お問い合わせ

【販売店】

購入には引換券が必要です

使用期限　令和8年12月31日

宇検村企画観光課

この商品券には物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金が活用されています

〒
894-3392　

鹿
児

島
県

大
島

郡
宇

検
村

湯
湾
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